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・【開催案内】公開シンポジウム	
 

	
 	
 ＜防災推進国民大会2017（仙台）に参加、	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 2017年11月26日（日）〜27日（月）＞	
 

	
 

・【開催案内】日本学術会議近畿地区会議学術講演会	
 

	
 「超スマート社会に向けて−	
 AI（人工知能）やIoT	
 

	
 	
 （モノのインターネット）により私たちの生活はどう変わるか−」	
 

	
 

■--------------------------------------------------------------------	
 

	
 【開催案内】公開シンポジウム	
 

	
 	
 ＜防災推進国民大会2017（仙台）に参加、	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 2017年11月26日（日）〜27日（月）＞	
 

	
 （１）	
 団体別セッション「衛星情報	
 ・地理情報と防災イノベーション」	
 

	
 	
 	
 11月26日（日）11：30	
 〜13：00	
 

	
 （２）連携セッション「衛星情報・地理情報を防災に生かそう」	
 

	
 	
 	
 	
 11月26日（日）13：00	
 〜15：00	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 （防災減災・災害復興に関する学術連携委員会）	
 

--------------------------------------------------------------------■	
 

	
 人工衛星は、昼夜を問わず、地球に関する膨大なデータを取得し続けていま	
 

す。人工衛星によるデータは精度を高めつつあり、防災・減災、災害復興の幅	
 

広い分野に活用され始めています。さらに、リアルタイムでの情報提供につな	
 

がる超小型衛星によるオンデマンド観測にも期待が集まっています。また、高	
 

解像度の人工衛星データ、航空写真、地上での観測、災害復旧状況といった災	
 

害に関する様々な時空間的情報を地理情報システム上に重ね合わせて、ハザー	
 

ドマップなどの防災・減災に資する情報や、災害現場の避難、救援、復旧に役	
 

立つ情報を迅速に提供することが可能となってきました。	
 

	
 本シンポジウムでは、日本学術会議地球惑星科学委員会の支援のもと、衛星	
 

情報・地理情報に関する現状と将来計画を紹介するとともに、防災学術連携体	
 

の各学会から、衛星情報・地理情報の利用事例を発表します。	
 



	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 

防災推進国民大会	
 

	
 2017：http://bosai-kokutai.jp/	
 

	
 

◆日	
 時：2017年11月26日（日）11：30	
 〜15：00	
 

	
 

◆場	
 所：仙台国際センター	
 

	
 

◆主	
 催：日本学術会議	
 防災減災・災害復興に関する学術連携委員会、	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 防災学術連携体	
 

	
 

◆参加費：無料、	
 

	
 

	
 参加申込みからこちらから→https://ws.formzu.net/fgen/S88109262/	
 

	
 

（１）団体別セッション「衛星情報	
 ・地理情報と防災イノベーション」	
 

	
 本セッションでは、衛星情報・地理情報のイノベーティブな活用方法、未知	
 

の分野とのコラボレーションを模索するとともに、防災に関わる学会ネットワ	
 

ークである防災学術連携体に期待される役割についても議論します。	
 

	
 

	
 プログラム詳細はこちらから	
 

	
 →	
 http://www.scj.go.jp/ja/event/pdf2/247-s-1126-1.pdf	
 

	
 

	
 

協	
 	
 力：JAXA	
 国土地理院	
 

司	
 	
 会：防災学術連携体	
 事務局長	
 塚田	
 幸広	
 

挨	
 	
 拶：防災学術連携体	
 代表幹事	
 廣瀬	
 典昭	
 

趣旨説明：防災減災・災害復興に関する学術連携委員会	
 委員長	
 和田	
 章	
 

発表学会：日本リモートセンシング学会、地理情報システム学会、日本地図	
 

	
 	
 	
 	
 	
 学会、日本気象学会、日本地球惑星科学連合、日本地すべり学会、	
 

	
 	
 	
 	
 	
 日本集団災害医学会から各代表者	
 

閉	
 	
 会：防災学術連携体	
 副代表幹事	
 依田	
 照彦	
 



ポスターセッション：	
 

	
 	
 	
 	
 	
 砂防学会、地盤工学会、日本応用地質学会、日本計画行政学会、	
 

	
 	
 	
 	
 	
 日本災害看護学会、日本地震工学会、日本第四紀学会、日本地	
 

	
 	
 	
 	
 	
 理学会	
 

	
 

	
 

（２）連携セッション「衛星情報・地理情報を防災に生かそう」	
 

	
 本セッションでは、衛星情報の防災分野での利用事例やイノベーティブな活	
 

用方法を紹介するとともに、地方自治体との連携の可能性、今後の未知の分野	
 

とのコラボレーションの可能性を模索したいと思います。	
 

	
 

	
 プログラム詳細はこちらから	
 

	
 →	
 http://www.scj.go.jp/ja/event/pdf2/247-s-1126-2.pdf	
 

	
 

	
 

共	
 	
 催：国立研究開発法人	
 宇宙航空研究開発機構(JAXA)	
 、国土交通省国土	
 

	
 	
 	
 	
 	
 地理院、内閣府防災担当	
 

協	
 	
 力：徳島県	
 

司	
 	
 会：田村和夫	
 日本学術会議連携会員、千葉工業大学教授	
 

挨	
 	
 拶：大西	
 隆	
 日本学術会議会長、豊橋技術科学大学学長	
 

趣旨説明：米田雅子	
 日本学術会議会員、防災学術連携体事務局長、	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 慶應義塾大学特任教授	
 

講演「衛星情報を防災に生かそう（仮）」舘	
 和夫	
 宇宙航空研究開発機構	
 	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 宇宙利用統括	
 

講演「地理情報を防災に生かそう（仮）」村上広史	
 国土地理院長	
 

ディスカッション	
 

コーディネータ：藤井良一	
 日本学術会議会員・地球惑星科学委員会副委員長	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 宇宙航空研究開発機構、国土地理院、徳島県、日本地球惑星	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 科学連合、地理情報システム学会、日本リモートセンシング	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 学会から各代表者	
 

	
 

	
 

	
 



■--------------------------------------------------------------------	
 

【開催案内】日本学術会議近畿地区会議学術講演会	
 

	
 「超スマート社会に向けて−	
 AI（人工知能）やIoT	
 

	
 	
 （モノのインターネット）により私たちの生活はどう変わるか−」	
 

---------------------------------------------------------------------■	
 

	
 

	
 日本学術会議近畿地区会議は、９月３０日（土）に京都大学で学術講演会を	
 

開催します。	
 

	
 スマホ（スマートホン）が身近な存在となり、いまや身の回りの多くの“	
 モ	
 

ノ”	
 がインターネットにつながる時代が目の前に迫ってきました。そこに人工	
 

知能（AI）が登場し、その高度な判断能力は私たちの社会に計り知れない影響	
 

を与え始めています。	
 

本講演会では“	
 超スマート社会”	
 と呼ばれるこれからのネットワーク社会を	
 

俯瞰するとともに、近い将来これらの技術が社会にどのような影響を及ぼし、	
 

私たちの生活はどのように変わっていくのか、専門家とともに一緒に考えて	
 

いきます。	
 ぜひご参加をお待ちしております。	
 

	
 

	
 

◆日時	
 平成29年9月30日（土）	
 13:00〜17:00	
 

◆場所	
 京都大学	
 吉田キャンパス	
 	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 国際科学イノベーション棟５階シンポジウムホール	
 

◆次第	
 

	
 ・総合司会：	
 	
 

	
 	
 	
 	
 東野	
 輝夫（日本学術会議会員、大阪大学大学院情報科学研究科教授）	
 

	
 ・開会挨拶：	
 	
 

	
 	
 	
 	
 梶	
 茂樹（近畿地区会議代表幹事、京都産業大学現代社会学部教授）	
 

	
 	
 	
 	
 大西	
 隆（日本学術会議会長）	
 

	
 ・趣旨説明：	
 

	
 	
 	
 	
 吉田	
 進（日本学術会議会員、京都大学特任教授）	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 

	
 ・講演：	
 

	
 	
 （１）「超スマート社会を実現するビッグデータ創出技術」	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 原田	
 博（京都大学大学院情報学研究科教授	
 ）	
 

	
 	
 （２）「人工知能のもたらしつつあるもの」	
 



	
 	
 	
 	
 	
 	
 西田	
 豊明（日本学術会議連携会員・京都大学大学院情報学研究科教授）	
 

	
 	
 （３）「自動運転の技術開発とその課題」	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 木津	
 雅文（トヨタ自動車株式会社	
 コネクティッドカンパニー	
 	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 ITS企画部部長）	
 

	
 	
 （４）「AIは雇用を奪うか」	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 井上	
 智洋（駒澤大学経済学部准教授）	
 

	
 ・全体討論	
 

	
 	
 「AIやIoTが進展していく生活世界を私たちはどう受けとめたらよいか」	
 

	
 	
 	
 コーディネータ：兵藤	
 友博（日本学術会議会員、立命館大学教授）	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 

	
 ・閉会挨拶：	
 

	
 	
 	
 	
 東野	
 輝夫	
 

	
 

※詳細は以下をご覧ください。（日本学術会議HPにリンク）	
 

	
 http://www.scj.go.jp/ja/event/pdf2/247-s-0930.pdf	
 

	
 

【問合せ先】	
 	
 

	
 日本学術会議近畿地区会議事務局（京都大学内）	
 

	
 TEL：075−753−2041	
 

	
 

★-------------------------------------------------------------------☆	
 

	
 日本学術会議では、Twitterを用いて情報を発信しております。	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 アカウントは、@scj_info	
 です。	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 日本学術会議広報のTwitterのページはこちらから	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 http://twitter.com/scj_info	
 

***********************************************************************	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 学術情報誌『学術の動向』最新号はこちらから	
 

	
 	
 	
 	
 	
 http://www.h4.dion.ne.jp/~jssf/doukou_new.html	
 

***********************************************************************	
 

=======================================================================	
 

	
 日本学術会議ニュースメールは転載は自由ですので、関係団体の学術誌等へ	
 

の転載や関係団体の構成員への転送等をしていただき、より多くの方にお読み	
 

いただけるようにお取り計らいください。	
 



	
 

【本メールに関するお問い合わせ】	
 

	
 本メールは、配信専用のアドレスで配信されており返信できません。	
 

	
 本メールに関するお問い合わせは、下記のURLに連絡先の記載がありますの	
 

で、そちらからお願いいたします。	
 

=======================================================================	
 

	
 発行：日本学術会議事務局	
 http://www.scj.go.jp/	
 

	
 	
 	
 	
 	
 〒106-8555	
 東京都港区六本木 7-22-34	
 


